
 

七夕
たなばた

伝説
でんせつ

のおはなし 
七夕
たなばた

伝説
でんせつ

に出
で

てくる星
ほし

は、こと座
ざ

のベガ「織姫
おりひめ

星
ぼし

」とわし座
ざ

のアルタイル「彦星
ひこぼし

」。この２つは天
あま

の川
がわ

をはさんで輝
かがや

いているよ。 

七夕伝説のおはなしはいろいろあり、各地
か く ち

でさまざまなおはなしが伝
つた

えられているよ。調
しら

べてみてね！ 

七夕はもともと中国
ちゅうごく

の行事
ぎょうじ

なんだ。七夕の歴史
れ き し

も調
しら

べてみよう！昔
むかし

の暦
こよみ

の７月
がつ

７日
にち

は、現在
げんざい

でいうと８月
がつ

ごろになるんだよ。 

（日本
に ほ ん

のおはなし） 

天
てん

の王様
おうさま

である天
てん

帝
てい

には、織姫
おりひめ

というまじめで機織
は た お

りが得意
と く い

な 娘
むすめ

が

いました。 

織姫
おりひめ

は毎日
まいにち

父
ちち

の着物
き も の

を織
お

っており、忙
いそが

しい日々
ひ び

を過
す

ごしていたため、

好
す

きな人
ひと

を見
み

つける暇
ひま

もありません。天
てん

帝
てい

はかわいそうに思
おも

い、織姫
おりひめ

に

あう恋人
こいびと

を見
み

つけてあげようと考
かんが

えました。 

川
かわ

の向
む

こう側
がわ

に牽牛
けんぎゅう

という真面目
ま じ め

で気立
き だ

てのいい牛
うし

飼
か

いの青年
せいねん

が住
す

んでいました。天
てん

帝
てい

は彼
かれ

と娘
むすめ

を会
あ

わせてみることにしました。 

すると二人
ふ た り

はお互
たが

い気
き

にいり、すぐに恋人
こいびと

同士
ど う し

になりました。それか

ら二人
ふ た り

は毎日
まいにち

仲
なか

よく過
す

ごしました。 

しかし、恋
こい

に夢中
むちゅう

になりすぎてしまい、仕事
し ご と

をなまけるようになりま

した。それを見
み

た天
てん

帝
てい

は怒
おこ

ってしまい、天
あま

の川
がわ

をはさんで二人
ふ た り

を離
はな

れ離
ばな

れにしたのです。 

織姫
おりひめ

は、牽牛
けんぎゅう

に会
あ

えなくなり、とても悲
かな

しみ毎日
まいにち

泣
な

きながら過
す

ごすよ

うになりました。天
てん

帝
てい

はあまりにもその姿
すがた

がかわいそうと思
おも

い、カラス

に「７日
にち

(１週間
しゅうかん

)に１日
にち

だけ会
あ

ってもいいよ」と伝
つた

えるよう頼
たの

みました。

ですが、カラスは、「７月
がつ

７日
にち

だけ会
あ

ってもいいよ」と間違
ま ち が

えて伝
つた

えてし

まったのです。 

それで二人
ふ た り

は１年
ねん

に１日
にち

、７月
がつ

７日
にち

だけしか会
あ

えなくなりました。 

二人
ふ た り

は７月
がつ

７日
にち

がくるのを待
ま

ち遠
どお

しく思
おも

いながら１年
ねん

を過
す

ごしてい

ます。その日
ひ

は、天
あま

の川
がわ

をわたって会
あ

いに行
い

くのです。 

参考資料：小学館の図鑑NEO 星と星座 

絵に色をぬってね！ 


